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光電気化学的な水分解反応は、太陽光エネルギーからのCO2フリー水素製造技術としての可能性を有して

いる。気相中の水蒸気を反応物とするために、我々は固体電解質を使用した全固体型の光電気化学セル

を開発してきた。チタン繊維焼結体を導電性基材とする多孔質電極の半導体粒子表面を、プロトン伝導

性のNafionイオノマーの薄膜で被覆することによって「半導体-電解質-気体」の三相界面を形成してい

る。これまでに、WO3、TiO2、SrTiO3、BiVO4などの半導体電極を開発し、水蒸気供給による水素製造を実

証した。また、WO3電極を用いたときに、高濃度のメタン存在下でエタンが生成し、メタンのカップリン

グ反応が進行することを見出している。 

 

《本講演は環境科学院環境物質科学専攻開講（9月8日～10日）の環境物質科学特別講

義III（オンライン集中講義）の最終回（第8回）です。本コロキウムを含めてすべて

の講義を上記URL（あるいは右のQRコード）から視聴していただけます》 
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問合せ先： 触媒科学研究所・大谷文章（ohtani@cat.hokudai.ac.jp・011-706-9132）

 


